★震災に便乗した悪質商法や詐欺などにご注意下さい！

　大規模な地震の後には、災害に便乗した点検商法やかたり商法といった悪質商法が横行します。義援金詐欺や不安をあおるチェーンメールも考えられます。これらの手口を知り、今後に備えましょう。
・　公的機関ではないのに、公的機関を思わせる名称で、「家屋の耐震診断をします」とい

　うチラシ広告を配布して、勧誘、高額な契約をさせる。

・　「清掃に来ました」「何か困っていることはありませんか」などと、ボランティアを装い、頼んだ後で法外な料金を請求する。
・　電力会社を名乗り、「地震後の点検」と言って訪問し、修理と称して高額な料金を請求

する。
・　震災後の住宅を訪問し、雨よけのブルーシートをかけた後、屋根工事を勧誘する。断ると「ブルーシート代」の名目で高額な料金を請求する。

・　日本赤十字社の名をかたり、義援金を振り込む依頼のハガキや電子メールを送りつける。あるいは、公的機関を思わせる名称を用いて、自宅訪問をするなどしてお金を求める。

· 「石油施設の爆発により有害物質の雨が降るため、雨に接触しないように」との内容のチェーンメールが不特定多数の人へ送信された。

義援金は振込口座が確かな団体の正規のものであることを確認して送るようにして下さい。

　信頼できる情報源で審議を確かめチェーンメールに惑わされないようにしましょう。

また、チェーンメールを転送することは避け、受けとったときは、速やかに削除し、転送を止めて下さい。
※おかしいなと思ったとき、被害にあいそうになったときは、すぐに相談してください。
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